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2026年度「キャリアデザイン」について 

1. 授業について：  

＜基本情報＞振替日を除き、毎週月曜3・4限（C-401）、火曜2・3限（C-301）、木3限（C-201）。 

＜目的＞先行きが全く見えない未来（VUCA時代）において、自分らしい豊かな人生を歩むために、 

大学時代をどう過ごすべきかを学び、それを実践する行動特性を習得します。具体的には、「経験学習 

モデル」を体得し、「没入経験」を通して「エージェンシー」を身に付けつつ、「越境学習」をプランすること。 

 

近年、少子高齢化やグローバル化、AI・ロボットの活用、Society5.0など、旧来のビジネスモデルからの脱却およびイノベーション

が求められる中、社会が求める人材も大きく変わりました。つまり、「コミュニケーション能力」「主体性」だけでは新しい世界を切り開

くことはできず、自らの個性を武器に、変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返り、責任を持って行動する能力（エージェ

ンシー）が求められる時代となりました。つまり、現在の VUCA（先行きが不透明で予測困難な）時代、教師や大人が示すゴールで

はなく、学生自身が、ラーニングコンパス（学びの羅針盤）を持って未知なる環境を歩き、誰もが Well-being（身体的・精神的・社会的

に良好な状態）な社会の実現に向けて、進むべき方向性を見出すことが求められているのです。イノベーションを起こすために、

異なるプレーヤーをつなぎ、自身のメリットだけでなく組織全体のベネフィットを追求する「H型人材」になると言い換えてもいいでし

ょう。この力を卒業までに身に付けるには、以下の５つを実践することに尽きます。 

 

① 自分のためだけでなく、誰もがWell-beingを実現できる社会を目指す気概を持つこと（エージェンシー）。 

② 経験学習モデル（とりあえずやって、振り返り、学びを言語化して、仮説を作って次に挑む）を繰り返し、体得すること。 

③ 没入経験（オタク経験）、すなわち寝食を忘れて打ち込めるものを見出し、没入し、アイデンティティ（自分らしさ）を獲得すること。 

④ 社会的規範に即した責任感を持ち、多様な人々と協働しながら創造性を発揮するコミュニケーション能力を獲得すること。 

⑤ 自分で目標を設定し、越境学習（ホームとアウェイの往還）に挑むことで、キャリア展望を獲得すること。 

 

まとめれば、自分のキャリアの目標と社会をより良くしたい気持ちを一致させて、日常生活では経験学習モデルをくるくる回し続

け、寝食を忘れて何かに打ち込んでアイデンティティを獲得しつつ、多様な人々と協働しながら高度なコミュニケーション能力を身

に付けながら、ひいては異世界に飛び込んで、葛藤し、自らをバージョンアップさせることができれば、将来のキャリア展望が徐々

に見えてきて、かつVUCA時代にサバイブする力も身に付くでしょう。 

アニメや小説の世界で、日本で普通に生きてきた若者が、異世界に転生して、その世界をより良くするミッションを得て、転生前

の自分の個性を手掛かりに、現地の人々と信頼関係を獲得しながら、レベリング（レベル上げ）をすることで、窮地を乗り越えるシー

ンがよくあります。もちろん、それはスムーズには行かず、失敗や挫折を繰り返し、自らの力の無さに葛藤もするでしょう。それは大

学生から社会に出てからも必ず対峙すること（キャリア・ショック）。だからこそ大学時代にそれを乗り越える経験を積むことが非常に

重要なのです。まとめると、①の気概を持ちつつ、②経験学習モデルで失敗を糧にしつつレベリングをし、③オタク経験で自分の

個性（アイデンティティ）を見出し、④多様な人々と協働する力も身に付け、⑤自らを向上させるために越境学習に挑む。このプロセ

スを得ておけば、卒業後、どんな企業団体で働くことになっても、自分らしいキャリアを描き続けることができるでしょう。 

 

＜目標と進め方＞ ※第11回「企業を知る」のみ、進め方が違います。別途説明します。 

本授業の目標は、経験学習モデル「すぐ試す→振り返る→体験の言語化→仮説を立てる」を理解し、実践できるようになり、最終

授業までに「越境学習」のプランを立てることです。よって、本授業の成績は「経験学習モデル」を体得できたかが基本となります。

それぞれの授業で提示された課題を実践し、そこからの学びを後述するルーブリックと照らし合わせて採点します。そして、最終レ

ポートは説得力のある「越境学習」のプランが立てられたかとなります。進め方は以下のように、授業での学びを実践し、振り返り、メ

ンバーで共有することを繰り返します。教科書の該当ページを授業前や後に読むと、よりスムーズに理解し、実践できるでしょう。 

 

＜例：第3回の授業の準備から第4回へ＞ 

① 第2回「経験から学ぶ」の課題を、第3回の授業までに実践し振り返っておく。 

② 授業開始前に大福帳を入手し、Moodleの座席表を見て指定席に座る（毎回メンバーは変わります）。 

③ 第3回の授業の冒頭に、実践と振り返りを「大福帳」に記述する。※遅刻厳禁！ 

④ グループワークで、先週の課題の実践と振り返りを発表し、共有する。 

⑤ 後半、第3回の授業「つながりをつくる」が始まる。 

⑥ 授業が終了後、大福帳を提出する。 

⑦ 第3回「つながりをつくる」の課題を、第4回の授業までに実践し振り返っておく。 
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2. 授業計画・内容： ※5月7日（木）は月曜日振替です。教科書ページの下線はメインの学びです。 

 
3. 成績評価の方法：テストはありません。大福帳（70点）＋最終レポート（30点）です。 

なお、最終レポートのルーブリックは「最終レポートの書き方」参照。Moodleで提出してください。 
大福帳のルーブリック（「企業を知る」以外） L1 【5点】 L2 【2点】 L3 【0点】 

１． 【具体的か？】 固有名詞や数字を使い、5W1Hが明確であること。 

２． 【自分の言葉か？】 授業の学びを実践した自分だからこそ書ける、「授業での学び」と「感じた心の動

き」を照らし合わせて生み出した、自分だけの個性あふれる感性の言葉。 

３． 【次にどうつなげるか？】 実践から得た学びを次にどう活かすのかについて、 

必ず実践する意思を持った具体的なプラン。経験学習モデルは次につなげることが大事。 

全てクリア 一部クリア 
全てクリア 

していない 

大福帳のルーブリック（「企業を知る」のみ） L1 【5点】 L2 【2点】 L3 【0点】 

１． 【事前課題】 課題企業団体のwebサイトを読み込み、Moodleで期日までにwebサイトを読んでも 

わからなかった質問を提出している 

２． 【次にどうつなげるか？】登壇者から得た学びを次にどう活かすのかについて、 

必ず実践する意思を持った具体的なプラン。経験学習モデルは次につなげることが大事。 
全てクリア 一部クリア 

全てクリア 

していない 

 
4. 遅刻や欠席について： 

 【遅刻】 原則欠席扱いになります。ただし、公共交通機関が遅延した場合は、 

事前連絡および遅延を証明するものがあればOK。 

 【欠席】 課外活動で大会に出場する場合や忌引きなどは「欠席届」のコピーを、 

感染症の場合は「出席扱い確認書」のコピーを提出してください。診断書などは不可です。 

 

5. 教科書：見舘好隆『大学生になったらキャリアデザイン』九州大学出版会 1,386円（税込） 
6. お問い合わせ：見舘好隆（みたてよしたか） メールでお気軽に（mitate@kitakyu-u.ac.jp）。 

以上 

回 
授業日 

タイトル 
教科書 

ページ 
次回の授業で発表するアクション課題 

配 

点 月 火 木 

1 4/13（月） 4/14（火） 4/9（木） 
全体ガイダンス 

経験から学ぶ① 
27 やろうやろうと思っていて、やっていないことを実践する。その１ 0 

2 4/20（月） 4/21（火） 4/16（木） 経験から学ぶ② 27・50 やろうやろうと思っていて、やっていないことを実践する。その２ 5 

3 4/27（月） 4/28（火） 4/23（木） つながりをつくる 3・7・14 同じ学部学科以外の学生に話し掛けてみる。 5 

4 5/7（木） 5/12（火） 4/30（木） 自分らしさを身に付ける 31・36 話しやすい友人や家族に「私はどんな人間？」と聞いて教えてもらう。 5 

5 5/11（月） 5/19（火） 5/14（木） 傾聴する 75 
４つの傾聴スキルのうち、①②を徹底して実践する。 

親しい友人や家族なら、③まで使ってみる。 
5 

6 5/18（月） 5/26（火） 5/21（木） 相手を尊重する 81 友達と話す時に、ＤＥＳＣ法を土台に、アサーションスキルを使う。 5 

7 5/25（月） 6/2（火） 5/28（木） 
リーダーシップを 

身に付ける 
96・101 リーダーシップの３要素を一つでいいから発揮する。 5 

8 6/1（月） 6/9（火） 6/4（木） 
問いを立てる 

・AIを使いこなす 
111・124 

ずっと悩んでいる大きな問題に対し、自分が一歩でも前に進める 

「良い問い掛け」をして前に進む。 
5 

9 6/8（月） 6/16（火） 6/11（木） 論理的・創造的に考える 118・124 友達や家族に対して、ロジカル・シンキングを用いて説得する。 5 

10 6/15（月） 6/23（火） 6/18（木） 
生かされていることを 

知る 
19 

解決したい社会問題を探し、解決しようとしている 

ボランティア活動を探す。※発表は第12回。 
5 

11 6/22（月） 6/30（火） 6/25（木） 企業を知る 163・169 登壇企業のwebサイトを読み込んで質問をMoodleで事前提出。 5 

12 6/29（月） 7/7（火） 7/2（木） 没入する 55 やりたい事を深掘る、または確認する、見つからない人は探す。 5 

13 7/6（月） 7/14（火） 7/9（木） 感動経験をする 157 
これまでに心から感動したことを振り返り、 

それを起点に何かを具体的に実践する。 
5 

14 7/13（月） 7/21（火） 7/16（木） チャンスをつかむ 
59・63・

66 
幸運に出会う確率を上げる６つの行動特性のうち、一つ実践する。 5 

15 7/27（月） 7/28（火） 7/23（木） 越境する 107 
後半は夏休み以降の越境学習のアクションプランを立てて、 

グループ発表する。 
5 

最終 

レポ 

ート 

締切 

8/3（月） 

18時 

締切 

8/4（火） 

18時 

締切 

 7/30（木） 

18時 

越境する 107 

過去の授業で最も役立つ学びを3つ挙げて、 

それを元に大学時代に実践する越境学習を立案する 

※最終レポートの書き方は3ページ目参照 

30 

合計 100 


